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 JICEが実施している「建設技術審査証明事業（一般土木工

法）」において、新たに審査証明書を交付した新技術である

「ML工法」の紹介と建設技術審査証明協議会が今年度開催した

「平成22年度 建設技術審査証明新技術展示会」について報告し

ます。 

 

２.1建設技術審査証明事業（一般土木工法）とは 

� 「建設技術審査証明事業」は、民間企業が自主的に研究・

開発した新技術の技術内容について、権威ある学識経験者等

により構成される委員会にて技術審査を行い、その結果を客

観的に証明して普及活動に努める事業です。本事業は、建設

技術審査証明協議会の会員が実施しており、JICEは「道路、

河川、海岸等の土木施設の構築、撤去、管理に係わる施工技

術」を対象とする「建設技術審査証明事業（一般土木工法）」

を実施しています。 

２.２審査証明書交付技術「ML工法」の紹介 

以下に、平成22年7月に審査証明書を交付した技術である

ＭＬ工法（技審証第26号）を紹介します。 

【依頼者】三井住友建設株式会社 

【技術概要】 

ML工法（Multiple Lotus Method)は、外面リブ付鋼管と

鉄筋コンクリートから成る鋼管・コンクリート合成橋脚を構

築する工法です。外面リブ付鋼管が軸方向鉄筋や帯鉄筋を代

替するため、従来の鉄筋コンクリート橋脚よりも鉄筋組立作

業を大幅に削減することができます。また、鋼管を中空部の

内型枠として利用することで、従来の鉄筋コンクリート高橋

脚において一般的であった内型枠および内部支保工を用いた

中空部の施工が不要となります。さらに、鉄筋・型枠工から

コンクリート打設までの施工サイクル2～3回毎に鋼管を建

て込む方法を採用することにより、足場や架設治具等を最小

限に抑え在来工法よりも工期を大幅に短縮することができま

す。 

 技術審査は、ML工法により構築された橋脚が、鋼管・補強

鋼材の適正な配置により、必要とされる曲げおよびせん断耐

力を有すること、およびML工法により構築された橋脚は、鋼

管・補強鋼材の適正な配置により、必要とされる耐震性能を

有することを審査確認項目として実施しました。 

ML工法は施工の省力化や安全性の向上を図り、工期短縮お

よび施工コストの低減を可能とする技術であり、山岳橋梁等

における高橋脚の施工の省力化や安全性向上が求められる中、

今後の適用の拡大が期待されているところです。 

 

 
図-１ ML工法の概要 

 
 
３.1建設技術審査証明 新技術展示会 

「建設技術審査証明 新技術展示会」は、建設技術審査証明

協議会の普及活動の一環として、年１回展示会形式にて技術

報告会を開催しているものです。建設技術審査証明協議会の

会員が実施する建設技術審査証明事業により審査証明書を交

付した優れた建設技術を対象として、民間における建設技術

の研究開発のさらなる促進及び新技術の適正な利用方法を広

く紹介することを目的としています。 

３.２実施主体 

主 催：建設技術審査証明協議会【事務局：JICE】 

    （http://www.jacicnet.jacic.or.jp/sinsa/） 

後 援：国土交通省、（独）土木研究所、（独）建築研究所、

（社）土木学会、（社）全日本建設技術協会、（社）日

本下水道協会、（社）建設コンサルタンツ協会、（社）

「建設技術審査証明事業」
新技術の紹介および新技術
展示会の報告� 山田 武正 

技術・調達政策グループ 
上席主任研究員 

１．はじめに 

2．審査証明書交付技術の紹介 

3. 平成21年度建設技術 
  審査証明新技術展示会 



 

 54 � JICE REPORT vol.18/ 10.12� � � www.jice.or.jp 

全国建設業協会、（社）日本土木工業協会、（社）全国

土木施工管理技士会連合会 

３.３参加対象 

��� 対象技術 

建設技術審査証明協議会の会員が実施する建設技術審査証

明事業において、平成21年8月から平成22年7月末日までに

技術審査を終了し審査証明書を交付した民間の優れた建設技

術を参加対象としています。 

��� 参加企業 

 上記(1)を開発した民間法人等の内、参加を希望した者とし

ています。 

３.４開催日時 

 平成21年9月15日(水) 9:30-16:00 

３.５開催会場 

 野口英世記念会館(東京都新宿区) 

３.６技術報告会の内容 

上記(1)の対象技術である107件の審査証明書を交付した

技術の内、参加を希望された企業により開発された28件の新

技術の技術紹介を行いました。 

本展示会は、協議会における建設分野における新技術の普

及促進に向けた活動に対して、技術審査の実施に当たりご指導

をいただいている(独)土木研究所のご協力を賜り、「土研新技

術ショーケース2010 in東京」の隣接会場にて開催しました。 

技術展示会には国土交通省、地方公共団体、建設会社、建

設コンサルタント等から多くの方々のご来場をいただき、新

技術の開発担当者と来場者との活発な意見交換がなされまし

た。 

なお、28件の技術の概要は、協議会ホームページに掲載し

ている本展示会のプログラムを参照願います。 

(http://www.jacicnet.jacic.or.jp/sinsa/shinsa10/index.html) 

写真-１ 展示会会場の様子 
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